
高コード電磁ロック・セーフティドアスイッチ（ゲート用）
D41G

安全柵の扉の設計を
簡単に



D41G-A2□ -E1

D41G-A2□D41G-A2□ -E1D41G-A2□ -E1T D41G-A1□D41G-A1□ -E0

緊急脱出機能に対応したドアハンドル付きアクチュエータ
●安全柵のハンドルと緊急脱出用のユニットを一体化したアクチュエータで安全柵の
  設計工数が短縮できます。
●非通電時でも安全柵内からロック解除できるため閉じ込めによる事故防止ができます。
●ロック中でも、手動でロック解除可能なマニュアルリリース機能で立ち上げ時に不要な
  ロックを防止できます。

1ステップで脱出でき、
柵内に取り残される不安を解消

1ステップで
脱出可能

豊富なアクチュエータのラインアップ
緊急脱出機能に対応したアクチュエータからシンプルな小型アクチュエータまで豊富なラインアップをご提供します。
アクチュエータの取付方向は右用・左用の選択が可能です。

緊急脱出ユニット付き 緊急解除タブ付き緊急脱出ユニット付き
ロックアウトタグ付き

D41G

STEP1

内側のハンドルを 
回しながら押して

脱出

STEP1

緊急脱出用
ボタンを押す

レバーを 
スライドさせながら
ドアを押して脱出

STEP2

従 来
（自社製品）

ドアハンドル付き ドアハンドルなし

注 .  形式名称の□には、左用（L）または右用（R）の文字が入ります。



機械の振動で扉のヒンジ部分がゆがんでしまうと、スイッチ本体とアクチュエータ間に位置ズレが発生して、扉が閉まりづらくなるこ
とがあります。D41Gならスイッチ本体側の挿入口が広く、アクチュエータの挿入に余裕度が高いため、振動による位置ズレが発生し
やすい機械でも、位置調整の頻度を低減することができます。

安全用の扉（可動ガード）に使われるインターロック装置の不正な無効化（だまし行為）が原因で、防げるはずの事故が防げなかったと
いったことがたびたび問題になってきました。ガードと共同するインターロック装置に関する安全規格ISO 14119（JIS B 9710）では、
こうしたインターロック装置の不正な無効化を防止する設計を要求しており、国内外でその対応が必要になりつつあります。

D41G本体とハンドル付き
アクチュエータ

インターロック装置の無効化リスクを低減させ、
安心安全な生産現場へ

スイッチ（本体）とアクチュエータの取付許容値

Y 上下の取付許容値　
±5.0mm

Z 左右の取付許容値　±1.0mm

X 奥行の取付許容値　±1.5mm

扉の位置ズレによるメンテナンス頻度を低減

アクチュエータの挿入量が定位置より行きすぎてしまったり、反対に満たなかったりして、ロックがかからない場合は、補助出力でお知らせします。

インターロック装置の無効化（だまし行為）の可能性を最小化
インターロック装置の無効化の典型例として、扉を開けた状態でスペアのアクチュエータを使用し、扉が閉じた状態を擬似
的に再現する方法があります。このような無効化を防止するため、D41Gはあらかじめティーチングされたアクチュエータ以
外との組み合わせでは動作させられないように設計されています。

無効化防止に有効な高コードに対応
D41Gのアクチュエータは1,000通りを超える異なる固定コ
ードを持つ高コードタイプです。このうちの一つをスイッチ
本体とティーチングし組み合わせを固定することで他のアク
チュエータで動作させることを防げます。

https://www.fa.omron.co.jp/iso14119_point

セーフティドアスイッチの無効化を最小化させるには
セーフティドアスイッチを使用した機械で、無効化の可能性を
最小化させる考え方については、こちらのサイトをご覧ください。

動作可

スイッチ（本体）

スペアでは
動作不可

ティーチング済の
アクチュエータ

スペアの
アクチュエータ

OK NG

Z

Y

Y

X
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高コード電磁ロック・セーフティドアスイッチ（ゲート用）

D41G
柵内、装置内に取り残される不安を解消
•セーフティドアスイッチの無効化防止に効果的な高コードに対応
•ドアハンドル一体となったユニット構造のアクチュエータにより
安全柵の設計工数が短縮、緊急時にも操作がスムーズ
•非通電時でもロック解除が可能なタイプも選択可能で
閉じ込めによる事故を防止
•EN ISO 14119（タイプ4/高コード）、
EN ISO 13849-1（PLe）適合

形式構成
形式基準
セーフティドアスイッチ
●スイッチ（本体）

①種別
G：電磁ロック式（ゲート用）

②コード化レベル/ティーチング
1：高コード（個別コーディング）/再ティーチング不可
2：高コード（個別コーディング）/再ティーチング可能

③回路構成（制御出力（OSSD））
Y：ドアモニタおよびロックモニタ
（インターロック監視タイプ）

Z：ドアモニタのみ（アクチュエータ監視タイプ）

④診断出力
D：診断出力（OUT端子）

⑤ドアロック/リリース方式
A：メカニカルロック/ソレノイドリリース
G：ソレノイドロック/メカニカルリリース

⑥接続方式
N2：M12コネクタ
T1：端子台（コンジット口：M20）

●アクチュエータ

①種別
G：電磁ロック式（ゲート用）

②アクチュエータの種類
A1：ドアハンドルなし（スライド式扉用）
A2：ドアハンドル付き（ヒンジ式およびスライド式扉用）

③取り付け方向
L：左用
（スイッチ（本体）に対してアクチュエータを左側に設置）

R：右用
（スイッチ（本体）に対してアクチュエータを右側に設置）

④緊急脱出機能
無表示：なし
E0：緊急解除タブ付き（形D41G-A1□のみ）
E1：緊急脱出ユニット付き（形D41G-A2□のみ）

⑤ロックアウトタグ（形D41G-A2□-E1のみ）
無表示：なし
T：あり

29ページの「正しくお使いください」をご覧ください。

規格認証対象機種などの最新情報につきましては、当社Webサイト
（www.fa.omron.co.jp/）の「規格認証/適合」をご覧ください。

※アクチュエータは別売です。

形D41G - @ @ D @ - @ 
② ③① ④ ⑤ ⑥

形D41G - A @ @ - @ @
② ③① ④ ⑤
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種類／標準価格
スイッチ（本体）

アクチュエータ（別売）

アクセサリ（別売）
●接続ケーブル

ドアロック/
リリース方式 形状 コード化レベル/

ティーチング
回路構成

（制御出力） 接続方式 形式 標準価格（￥）

メカニカルロック/
ソレノイドリリース

高コード/
再ティーチング不可

ドアモニタおよび
ロックモニタ

端子台 D41G-1YDA-T1

オープン価格
（お取引き商社
にお問い合わせ
ください。）

M12コネクタ D41G-1YDA-N2

高コード/
再ティ―チング可能

ドアモニタのみ 端子台 D41G-2ZDA-T1

ドアモニタおよび
ロックモニタ

端子台 D41G-2YDA-T1
M12コネクタ D41G-2YDA-N2

ソレノイドロック/
メカニカルリリース

高コード/
再ティーチング可能

ドアモニタのみ
端子台 D41G-2ZDG-T1
M12コネクタ D41G-2ZDG-N2

ドアモニタおよび
ロックモニタ

端子台 D41G-2YDG-T1
M12コネクタ D41G-2YDG-N2

種類 形状 取り付け方向 緊急脱出機能 ロックアウトタグ 形式 標準価格（￥）

ドアハンドル付き

左用

－ － D41G-A2L

オープン価格
（お取引き商社
にお問い合わせ
ください。）

緊急脱出ユニット
付き － D41G-A2L-E1

緊急脱出ユニット
付き

ロックアウトタグ
付き D41G-A2L-E1T

右用

－ － D41G-A2R

緊急脱出ユニット
付き － D41G-A2R-E1

緊急脱出ユニット
付き

ロックアウトタグ
付き D41G-A2R-E1T

ドアハンドルなし

左用

－ － D41G-A1L

緊急解除タブ付き － D41G-A1L-E0

右用

－ － D41G-A1R

緊急解除タブ付き － D41G-A1R-E0

形状 名称 特長 ケーブル長 形式 標準価格（￥）

M12コネクタ
接続ケーブル

コネクタ付きケーブル
M12コネクタ（メス）（8ピン）
8×0.25mm2、ストレート、
保護構造IP69

5m D41L-8P5-CFM12-905M オープン価格
（お取引き商社
にお問い合わせ
ください。）10m D41L-8P5-CFM12-910M
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規格認証／適合
●適合指令
・機械指令
・RE指令
・RoHS指令
・WEEE指令

該当する廃棄物処理規則に従って廃棄してください。

●適合規格
・EN ISO 13849-1： PLe カテゴリ4
・EN 60947-5-3
・EN 300 330
・IEC 61508
・EN ISO 14119

●UL認証
・UL508
・CAN/CSA C22.2 No.14

使用可能な地域について
本製品を使用することのできる地域は、日本、アメリカ合衆国、カナダ、EU加盟国、イギリス、中華人民共和国、オーストラ
リア、ニュージーランドです。
それ以外の地域で使用されるとその国の電波法に抵触する恐れがあります。
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定格／性能

形式 形D41G
技術仕様
検出方法 RFID
周波数帯 125kHz
送信機出力 -6dBm以下
インターロック方式（ISO 14119） タイプ4
コード化レベル（ISO 14119） 高コード
アクチュエータ *1 形D41G-A1、形D41G-A2
応答時間（ON→OFF） 100ms以下
応答時間（入力） 1.5ms以下
リスク時間 200ms以下
電源ON後立ち上がり時間 4s未満
電気的仕様
電源電圧（Ue） DC24V -15%/+10%（PELV電源）
無負荷電流（Io） 0.05A以下
過電圧カテゴリ III
汚染度 3

ソレノイド通電時の動作電流 平均0.2A未満
ピーク0.7A/100ms未満

定格短絡電流 100A

外部機器のヒューズ定格 ねじまたはケージクランプ　4A以下（UL508準拠）
M12コネクタ　2A以下

安全入力

LOW範囲/HIGH範囲 -3～+5V（LOW）
15～30V（HIGH）

入力あたりの消費電流 2mA/24V（通常）
テストパルス持続時間 1.0ms以下
テストパルス間隔 100ms以上

制御出力（OSSD）

出力タイプ PNPタイプ、短絡保護付
使用カテゴリ DC-13：DC24V（Ue）/0.25A（Ie）
定格動作電流（Ie） 各0.25A以下
漏れ電流（Ir） 0.5mA以下
電圧降下（Ud） 4V以下
系統間短絡監視 あり
テストパルス持続時間 0.5ms未満
テストパルス間隔 1,000ms

補助出力

出力タイプ PNPタイプ、短絡保護付
使用カテゴリ DC-13：DC24V（Ue）/0.05A（Ie）
定格動作電流（Ie） 0.05A以下
電圧降下（Ud） 4V以下

ソレノイド

LOW範囲/HIGH範囲 -3～+5V（LOW）
15～30V（HIGH）

消費電力 10mA/24V（通常）
20mA（投入時）

ソレノイドのデューティ比（ED） 100%
テストパルス持続時間 5.0ms以下
テストパルス間隔 40ms以上

保護クラス III
スイッチング周波数 1Hz以下
定格絶縁電圧（Ui） DC32V
定格インパルス耐電圧 0.8kV
最小動作電流（Im） 0.5mA
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＊1.形D41G-A1はスライド式扉、形D41G-A2はヒンジ式およびスライド式扉への使用を推奨しています。
＊2.セーフティコントローラとの接続仕様については、13ページの「接続　●セーフティコントローラとの配線例」を参照してください。

機械的仕様
取付ねじ 2×M6
取付ねじの締め付けトルク 8N・m
カバー取付ねじの締め付けトルク 0.7～1.0N・m（トルクスT10）
ラッチ力 30N
ロック強度（Fzh）（最小） 2,000N
許容操作速度 0.2m/s以下
機械的耐久性 1,000,000回以上
材質 ガラス繊維強化、熱可塑性、自己分解性樹脂（筐体）
重量 本体：510g未満, パッケージ：600g未満
環境仕様
使用周囲温度 -10～+55℃
使用周囲湿度 93%以下（結露・氷結なきこと）
保護構造（IEC 60529） IP66およびIP67
耐振動 10～150Hz、振幅0.35mm
耐衝撃 30g/11ms
接続方式
直列接続 31台以下 *2
ケーブル長 40m以下（スイッチと電源間）
接続方式 ねじ端子またはM12コネクタ
ケーブルタイプ 単線またはより線
ケーブル断面 0.25mm2以上1.5mm2以下（導体フェルールを含む）
ケーブル接続口 M20

形式 形D41G
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安全情報

注1. インターロックの動作は、外部制御出力（OSSD）監視手段と比較する必要
があります。意図しないロック解除によってただちに停止した場合、外
部診断によって検出されます。

注2. ガードロック機能の安全に関する要件は、インターロック監視タイプの
形D41G-□Yにのみ適用されます。

注3. 特定の用途においてメカニカルロックタイプのセーフティドアスイッチ
を使用できない場合、同等の安全レベルを有する追加の安全対策を実現
できれば、例外として、ソレノイドロックタイプのセーフティドアスイッ
チを使用できます。

注4. ガードロック機能の安全分析では、セーフティドアスイッチをシステム
全体の一部とみなします。ガードロックの解除につながる故障が発生し
た場合、セーフティドアスイッチの制御出力Y1/Y2のオフにより検出さ
れます。このような故障が発生すると、機械が安全な状態に達する前に、
保護装置はただちに1回だけ開放できます。カテゴリ2のシステム動作で
は、テストによって検知される安全機能の喪失が原因の故障がある可能
性があります。

注5. 複数の安全入力装置が同一の安全機能に関与している場合、個々の構成
部品のPFH値を追加しなければなりません。

●UL
絶縁型電源装置のみを使用してください。
NFPA 79が適用される用途にのみご使用ください。
フィールドワイヤリング（現場配線）用の接続ケーブルをご用
意しています。5ページの「アクセサリ（別売）」を参照して
ください。

●FCC
本機器は、FCC規則の第15部およびカナダ産業省ライセン
ス免除RSS基準に準拠しています。
動作には以下の2つの条件があります。
（1）本機器が有害な干渉を生じないこと
（2）本機器が受信した干渉をすべて受け入れること
上記には、望ましくない動作を引き起こす可能性のある干渉
を含みます。
本機器は、直接タッチ操作のための神経刺激曝露限界（ISED
RSS-102）に適合しています。
オムロン株式会社が明示的に承認していない改造を行うと、
ユーザが機器を操作する権限が無効になる場合があります。

インターロック機能
規格 ISO 13849-1、IEC 61508
PL e
DC 99%
安全カテゴリ 4
PFH 1.9×10-9

PFD 1.6×10-4

SIL SIL3用途に適合
ミッション時間 20年

ガードロック機能
規格 ISO 13849-1、IEC 61508
PL d
DC 99%
安全カテゴリ 2
PFH 1.0×10-8

PFD 8.9×10-4

SIL SIL2用途に適合
ミッション時間 20年
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各部の名称と機能

Power
Fault
Status

アクチュエータの
ロック挿入口
（左右あり）

RFID検出領域

M12コネクタタイプ
形D41G-□□D□-N2

コンジット口　M20×1.5

三角キー

A：マニュアルリリース用
フラップを開けた状態

フラップねじ

A
端子台タイプ

形D41G-□□D□-T1

A：マニュアルリリース用フラップ

LED表示

スイッチ（本体）
形D41G-□□D□-T1
形D41G-□□D□-N2

J

ドアハンドル（赤色）

アクチュエータ

内側

外側

ドアハンドル（銀色）

スイッチ（本体）
ドアハンドル

K

H

A

SZ

A： マニュアルリリース用フラップ
J：  ドアハンドル付アクチュエータユニット
K： 緊急脱出ユニット（形D41G-A2□-E1□）
SZ： ロックアウトタグ（形D41G-A2□-E1T）
H： 角形ロッド（形D41G-A2□-E1□）に付属

アクチュエータ
ドアハンドル付き
形D41G-A2□
形D41G-A2□-E1
形D41G-A2□-E1T
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緊急解除タブ

スイッチ（本体）

差込キー
形D41G-A1□ 形D41G-A1□-E0

解除方向

アクチュエータ
ドアハンドルなし
形D41G-A1□
形D41G-A1□-E0
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接続
●コネクタピン構成

端子台タイプ（形D41G-□□D□-T1）

ケーブル接続口はM20コンジットを取り付けます。
使用ケーブルに適合するよう選定ください。
コンジットは、適切なIP保護クラスを使用する必要がありま
す。
ケーブルの剥きしろ、および棒端子の長さ（X）：8.0mm

コネクタタイプ（形D41G-□□D□-N2）

機能 コネクタピン構成 オムロン製コネクタのカラーコード
形D41L-8P5-CFM12-9□□M

24 V Ue 1 白
X1 安全入力1 2 茶
GND GND 3 緑
Y1 制御出力1 4 黄
OUT 補助出力 5 灰
X2 安全入力2 6 桃
Y2 制御出力2 7 青
IN ソレノイド制御 8 赤

Y1 Y2 OUTGND

24V 24V X1 X2 IN

X X40

5

8

4

3

21

7

6
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配線例
以下に示す配線例は推奨例です。セーフティドアスイッチとその設定が個別の用途に適しているかどうか、別途確認が必要です。
セーフティドアスイッチの電源は、過電圧に対する保護が必要です。このため、PELV電源を使用する必要があります。
制御出力（OSSD）は、制御システムの安全回路に直接接続できます。ISO 13849-1に従ったPLe/カテゴリ4の用途の場合、
セーフティドアスイッチまたは連結したセーフティドアスイッチの制御出力（OSSD）は、同じ安全性能のセーフティコントロー
ラまたはセーフティリレーユニットなどに接続する必要があります。誘導性負荷（コンタクタ、リレーなど）には、適切な干渉抑
制回路を設ける必要があります。
セーフティドアスイッチの制御出力（OSSD）をセーフティコントローラの安全入力に接続する場合、セーフティコントローラの
デュアルチャネル監視時間は100ms以上、テストパルス幅の許容値を1ms以上に設定する必要があります（NX-SL/SIとの接
続時を除く）。また、系統間短絡監視機能は無効にしてください。

●セーフティコントローラとの配線例
複数のセーフティドアスイッチを直列接続する場合は、下図のように、Ｎ台目の安全入力X1、X2の両方にDC24Vを印加して
ください。
制御出力Y1とY2は、次のセーフティドアスイッチの安全入力X1、X2に接続します。
1台目の制御出力Y1、Y2は、セーフティコントローラやセーフティリレーユニットの安全入力部に接続します。補助出力は
PLCなどに接続します。
単一のセーフティドアスイッチを単体で使用する場合は、下図のＮ台目と同様に安全入力X1、X2にDC24Vを印加した上で、
制御出力Y1、Y2をセーフティコントローラやセーフティリレーユニットに接続してください。

注. 各スイッチと電源との間の配線長はそれぞれ40m以下としてください。

1 325 6 8

1
X

4

1
Y NI2
X

7

2
Y

T
U
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V42
D

N
G

1
X

1
Y NI2
X

2
Y

T
U

O

V42
D

N
G

1
X

1
Y NI2
X

2
Y

T
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O

V42
D

N
G

1 325 6 847 1 325 6 847

N台目 D41G N-1台目 D41G 1台目 D41G

端子台など

制御出力

スイッチと電源間

P
LC
な
ど

P
LC
な
どPLCなど PLCなど PLCなど

P
LC
な
ど

IN1
IN2

DC24V

GND

セーフティ
コントローラ
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●セーフティコントローラとの接続
セーフティコントローラ設定表

注. ON→OFFディレー時間は、システムの応答時間（セーフティリアクションタイム）へ影響します。各コントローラで設定値をシステムの応答時間へ加算してくだ
さい。応答時間の計算に関する詳細は、各コントローラのマニュアルをご参照ください。

●セーフティリレーユニット・セーフティリレーとの接続
セーフティリレーユニット対応表

＊配線の延長方法は、各種形式の取扱説明書、ユーザーズマニュアルをご参照ください。

オムロン製
セーフティコントローラ

形NX-SLおよび形NX-SI 形GI-SMD/SID 形G9SP

入力機器
設定

入力機器

高コードドアスイッチ
（ゲート用）

高コードドアスイッチ
（ゲート用）

デュアル安全
半導体出力（同値）

デュアルチャネル
監視設定

デュアルチャネル監視時間
（Discrepancy）を100ms以上に設定
NXシリーズセーフティコントロールユニット
ユーザーズマニュアル（Man. No. SGFM-710）
4-3-1 セーフティ入力機能参照

設定例
（「高コードドアスイッチ（ゲート用）」
選択時の初期値）

デュアルチャネル監視時間を
100ms以上に設定
GI-Sシリーズセーフティ I/Oターミナル 
ユーザーズマニュアル（Man. No. SGFM-725）
5-3-1 セーフティ入力機能参照

設定例
（「高コードドアスイッチ（ゲート用）」
選択時の初期値）

デュアルチャネル監視時間を
0（無限）または100ms以上に設定
G9SPシリーズセーフティコントローラ 
ユーザーズマニュアル（Man. No. SJLB-306）
2-1-5 安全入力機能の解説参照

設定例

テストパルスの
フィルタリング
設定

入力フィルタ機能の設定は不要

NXシリーズセーフティコントロールユニット 
ユーザーズマニュアル（Man. No. SGFM-710）
4-3-1 セーフティ入力機能参照

設定例
（「高コードドアスイッチ（ゲート用）」
選択時の初期値）

入力フィルタ機能で、
ON→OFFディレー時間を
1ms以上に設定
GI-Sシリーズセーフティ I/Oターミナル 
ユーザーズマニュアル（Man. No. SGFM-725）
5-3-1 セーフティ入力機能参照

設定例
（「高コードドアスイッチ（ゲート用）」
選択時の初期値）

入力フィルタ機能で、
OFFディレー時間を
1ms以上に設定
G9SPシリーズセーフティコントローラ 
ユーザーズマニュアル（Man. No. SJLB-306）
2-1-5 安全入力機能の解説参照

設定例

オムロン製
セーフティリレーユニット

形G9SA 形G9SE 形G9SB 形G9SX

入力機器 形D41G 使用可能 使用可能 使用可能 使用可能
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マニュアルリリース
機械の設定時、通電しない状態でセーフティドアスイッチのロック解除を行うために、マニュアルリリースを使用することがで
きます。 
ロック解除を行うためには、スイッチ（本体）のマニュアルリリース用フラップ（10ページ「スイッチ（本体）」の（A）参照）を開け
た後、三角キーを時計回りに回します。 
通常のロック機能は、三角キーが元の位置に戻った後にのみ動作します。
使用開始後は、出荷時同梱のシールを取り付けてマニュアルリリースを保護する必要があります。

ティーチング
形D41Gをお使いいただくには、アクチュエータの個別情報（コード）を書き込むために以下の「ティーチング」工程が必要となり
ます。ティーチングによって、スイッチ（本体）にアクチュエータを識別するための個別情報を保存することを「個別コーディン
グ」と呼びます。
（1）アクチュエータを検出領域外に離した状態で、スイッチ（本体）の電源を投入します。
（2）アクチュエータを検出領域内に移動します。ティーチング中は、スイッチ（本体）の緑色LEDが消灯し、赤色LEDが点灯、黄

色LEDが点滅（1Hz）します。
（3）10秒後、黄色LEDが短周期の黄色点滅（3Hz）になった後、5分以内にスイッチ（本体）の電源をOFFします。5分以内に電源

をOFFしなかった場合、スイッチ（本体）は「ティーチング」手順をキャンセルし、赤色LEDが5回点滅します。この場合は
（1）からティーチング手順をやり直してください。

（4）ティーチングを確定するため、スイッチ（本体）の電源を再度投入しアクチュエータを再度検出させます。これにより、
ティーチングされたアクチュエータの個別情報がスイッチ（本体）に確実に保存されます。

形D41G-1の場合、ティーチングが実行できる回数は1回です。
一度ティ―チングをおこなった形D41G-1は、再度上記の操作をおこなっても異なるアクチュエータの個別情報は保存されま
せん。

形D41G-2の場合、新規のアクチュエータの「ティーチング」工程は何回でも繰り返し可能です。新しいアクチュエータを
ティーチングすると、それ以前に適用されていたコードは無効となります。新しいアクチュエータのティーチング後、制御出力
（OSSD）は10分間ONしません。この再ティーチング後の10分間の時間を有効化禁止時間と呼びます。この時間は、意図的
な無効化を誘発しないために設けられています。
有効化禁止時間（10分）が経過し、新しいアクチュエータが検出されるまでの間は、緑色LEDが点滅します。この時間内に停電
した場合、10分間の有効化禁止時間のカウントは停止し、電源復帰後に再度ゼロからカウントを開始します。
ティーチング済みの形D41G-2とアクチュ―エータとの組み合わせで再度上記の操作をおこなっても、再ティーチングは実行さ
れません。

アクチュエータ形D41G-Aには、ティーチング回数の制限はありません。そのため再ティーチング不可の形D41G-1でティー
チングを行ったアクチュエータであっても、複数回書き換え可能の形D41G-2を使用すれば再ティーチングが行えます。

動作可能な状態 動作不可能な状態
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動作説明
●電磁ロックの制御
メカニカルロックタイプの形D41Gでは、ソレノイド制御信号（24V）が入力されるとセーフティドアスイッチのロックが解除
されます。
ソレノイドロックタイプの形D41Gでは、ソレノイド制御信号（24V）が入力されるとセーフティドアスイッチがロックされま
す。

リスクアセスメントで扉の閉状態およびロック状態を監視する必要があると判断した場合は、ISO14119に基づくロック状態
の監視機能であることを示すマーク（ ）があり、ドアモニタおよびロックモニタ出力に対応したインターロック監視タイプ（形
D41G-□Y）をご使用ください。

ドアモニタ出力のみに対応したアクチュエータ監視タイプ（形D41G-□Z）のロック機能は、安全用途ではご使用いただけませ
ん。工程保護の用途にご使用ください。

●制御出力の動作モード
ドアモニタおよびロックモニタ出力に対応したインターロック監視タイプ（形D41G-□Y）では、セーフティドアスイッチのロッ
クが解除されるとドアスイッチの制御出力（OSSD）がOFFになります。ロックされていないセーフティドアスイッチは、アク
チュエータがスイッチ（本体）に挿入されている限り、再ロックできます。再ロックされた場合、制御出力（OSSD）が再びONに
なります。

ドアモニタ出力のみに対応したアクチュエータ監視タイプ（形D41G-□Z）では、扉を開放すると制御出力がOFFになります。
ロック状態はモニタしていません。

●補助出力（診断出力）
補助出力は、PLCなどで動作状態の視覚化や制御機能に使用できます。
補助出力は安全関連出力ではありません。

●補助出力の動作
（例：メカニカルロックタイプ）

ソレノイド制御信号の入力

IN端子

記号

扉開 扉閉

ロック解除

ロック時間: 150～250ms

ロック完了

通常250ms 
ロックできなかった
または故障した場合

扉を閉じ正常にロックされた場合の補助出力

OUT端子

扉を閉じてもロックできなかったまたは故障した場合の補助出力

OUT端子

AZM200

IN

OUTl1.0

O1.0

O1.0
l1.0

O1.0
l1.0

M1.0 M1.0

M2.0 M2.0

&

&

O1.0
l1.0

&

O1.0
l1.0

&

安全ガードをロック可能 安全ガードをロック可能

メカニカルロックタイプ: IN = 0 = ロック状態

安全ガードがロックされる 安全ガードがロックされる

ソレノイドロックタイプ: IN = 1 = ロック状態

D41GPLC
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診断機能
●診断LED
セーフティドアスイッチは、前面に配置された3色のLEDによって、動作状態と故障を示します。
・緑（電源）：電源電圧ON
・黄（状態）：動作状態
・赤（故障）：エラー（表2参照）

表1：スイッチ（本体）の診断情報

＊1.30分間は出力を継続、30分以内にエラー（警告）要因が解消されなければ30分経過後にOFF
＊2.表2の点灯/点滅コード参照
＊3.15ページの「ティーチング」の項目を参照

表2：赤色診断LEDの点灯/点滅コード

システム状態
ソレノイド制御信号（IN） LED 制御出力Y1、Y2

補助出力
OUTメカニカル

ロック式
ソレノイド
ロック式 緑 赤 黄 形D41G-□Y 形D41G-□Z

扉開 24V（0V） 0V（24V） ON OFF OFF 0V 0V 0V
扉閉、アクチュエータ未挿入 24V 0V ON OFF OFF 0V 0V 0V
扉閉、アクチュエータ挿入済、
未ロック 24V 0V ON OFF 点滅 0V 24V 24V

扉閉、アクチュエータ挿入済、
インターロック遮断 0V 24V ON OFF 点滅 0V 24V 0V

扉閉、アクチュエータ挿入済
およびロック済 0V 24V ON OFF ON 24V 24V 24V

エラー警告（*1）セーフティド
アスイッチがロック済 0V 24V ON 点滅 *2 ON 24V *1 24V *1 0V

エラー 0V（24V） 24V（0V） ON 点滅 *2 OFF 0V 0V 0V
ティーチング手順開始 － － OFF ON 点滅 0V 0V 0V
形D41G-2のみ：
有効化禁止時間 *3 － － 点滅 OFF OFF 0V 0V 0V

点灯/点滅
コード（赤） 意味 制御出力OFF

までの所要時間 エラー原因

1回点滅 出力Y1にてエラー（警告） 30分 出力試験の不具合または出力Y1の電圧の不具合
2回点滅 出力Y2にてエラー（警告） 30分 出力試験の不具合または出力Y2の電圧の不具合
3回点滅 系統間短絡エラー（警告） 30分 出力ケーブル間の系統間短絡または両方の出力不具合
4回点滅 高温エラー（警告） 30分 温度計測の結果、内部温度が高すぎる
5回点滅 アクチュエータの不具合 0分 アクチュエータが正しくない、または故障している

6回点滅 アクチュエータ組み合わせエラー 0分 アクチュエータの無効な組み合わせを検出
（ブロックボルト検出または改ざん試行検出）

赤点灯 内部障害/過電圧
または不足電圧障害 0分 装置故障/電源電圧 が仕様範囲外
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アクチュエータ
設置先および用途
●形D41G-A2□（-E1□）
アクチュエータ形D41G-A2はヒンジ式およびスライド式扉に適しています。扉はドアハンドルを回すことで開閉できます。

アクチュエータはバネによってアクチュエータユニットに引き込まれます。
緊急脱出ユニット付きアクチュエータは、扉を危険エリア側から開けるために使用します。緊急脱出ユニットのハンドルを操作
することによって、スイッチ解除操作をすることなく危険エリア側から扉を開けることができます。危険エリア側から扉をロッ
クすることはできません。
ロックアウトタグ付きのアクチュエータは、作業者が誤って閉じ込められるのを防止するために使用できます。操作員や保守作
業員が危険エリアに入る場合、意図せず扉が閉じて機械が不意に動き出すのを防ぐために、ロックアウトタグを南京錠などで施
錠することができます。

●形D41G-A1□（-E0）
アクチュエータ形D41G-A1はスライド式扉での使用に適しています。

緊急解除タブ付きアクチュエータ形D41G-A1-E0は、緊急解除タブを解除方向に引くと、スイッチ（本体）のロックが解除され、
扉の開閉が可能となります。扉を閉じると、ただちに再ロックされます。このばねによるロック解除メカニズムの自動復帰は、
施工業者によって保証する必要があります。扉が閉まることによるスイッチの自動復帰が危険事象を引き起こさないよう、リス
クアセスメントを行い適切な方策を実施することが必要です。

緊急解除タブ

形D41G-A1□-E0

解除方向
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外形寸法 （単位：mm）

スイッチ（本体）

 マークの商品は、2次元CAD図面・3次元CADモデルのデータをご用意しています。
CADデータは、www.fa.omron.co.jp からダウンロードができます。
CADデータ

Power
Fault
Status

40

220

155.5

5

6.5

32.5

38

7.53.3

13.3

89

A20±1

50

M12

150

（13）

M12コネクタタイプ
形D41G-□□D□-N2

端子台タイプ
形D41G-□□D□-T1

コンジット口　M20×1.5

A: マニュアルリリース用フラップ

LED表示

CADデータ形D41G-□□D□-T1
形D41G-□□D□-N2
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アクチュエータ（別売）
ドアハンドル付き
形D41G-A2□
形D41G-A2□-E1
形D41G-A2□-E1T

＊形D41G-A2□の-E1□なしタイプは、内側のドアハンドルはありません。
＊左用タイプを代表で記載しています。
形D41G-A2R（-E1□）右用タイプは、ロック部分が左右逆の位置になります。

内側

115

115

外側への取り付け
アクチュエータユニット付セーフティドアスイッチを危険エリアの外側に取り付ける場合 

例  形D41G-A2L-E1Tの場合（左用）*

115

88

13.5

78

220

220

6.5

155.5

155.5

43.581
40.5 5 6.5 7.5

40

1649.5

¤1048

78

7.5+0.5-2.5

94

68

50
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7.5+0.5-2.5

外側

5
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内側から見た場合: 緊急脱出ユニット（形D41G-A2□-E1□）

CADデータ
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＊右用を代表で記載しています。形D41G-A1L（-□）左用タイプは、ロック部分が左右逆の位置になります。

20

15

10

115

50

39

45

44

40

ドアハンドルなし
形D41G-A1□

形D41G-A1Rの場合（右用）* CADデータ

20

115

39

44

40

5.5

19

14

10

45

1.5

15

50

ドアハンドルなし（緊急解除タブ付き）
形D41G-A1□-E0

形D41G-A1R-E0の場合（右用）* CADデータ

11

5

11593

40

7.5

155.5

220

5
5 1.5±

46.5

40

アクチュエータ取り付け時（例）
形D41G-□□D□-□（スイッチ（本体））+
形D41G-A1□（-□）

形D41G-A1R取付時（右用）* CADデータ
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取り付け
セーフティドアスイッチの取り付け用に、ワッシャ付M6ねじ（ワッシャ同梱）の取付穴が2か所にあります。取り付け時にはこ
の取付穴を用いてください。（締め付けトルク：8N・m）
セーフティドアスイッチをドアストッパとして使用しないでください。
セーフティドアスイッチは任意の取り付け位置で使用できますが、アクチュエータが挿入されるスイッチ（本体）の開口部に汚れ
などが入らない位置を選定してください。使用しない開口部は、防塵カバー（同梱）で塞いでください。

2台のセーフティドアスイッチ間および同一周波数（125kHz）の他のシステムとの間の最小距離は100mmとしてください。

形D41G-A2□（-E1（T））
取り付け可の例

取り付け不可の例
スイッチ（本体）の上下を逆に取り付けないでください。

スイッチ（本体）とアクチュエータの取付許容値

設置オプション例
スイッチ（本体）形D41Gは危険エリアの外側に設置してくだ
さい。

扉最小半径400mmの例
・40mmプロファイルを使用
・40mmプロファイル用標準ヒンジを使用
・スイッチ（本体）とアクチュエータ間の距離：7.5mm

形D41G-A1□（-E0）
スイッチ（本体）とアクチュエータの取付許容値

防塵カバー

X = ± 1.5 mm
Y = ± 5.0 mm
Z = ± 1.0 mm

緊急脱出
ユニット付き

右ヒンジ式扉

スイッチ（本体）
柵

左ヒンジ式扉

緊急脱出
ユニットなし

右ヒンジ式扉

左ヒンジ式扉

危険エリア

危険エリア

危険エリア

危険エリア

X = ± 1.5 mm
Y = ± 5.0 mm
Z = ± 1.0 mm
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取付手順
●形D41G-A2□（-E1（T））

（1）取付穴を使用できるようにするため、配線部のカバー（C）
のねじをはずし、マニュアルリリース用フラップ（A）を
開きます。

遵守事項
・三角キー（形D41G本体に同梱）によってマニュアルリリー
スが正常に動作することを確認してください。（フラップ
（A）の内側）

（2）形D41Gの本体を扉と同一面に取り付けます。

遵守事項
・M6 のねじを使用してください。ねじは同梱されていませ
ん。
・ねじの締め付けトルクは以下としてください。
・セーフティドアスイッチ締め付けトルク（A）：8N・m
・カバーねじの締め付けトルク（B）

：0.7～1N・m（トルクス T10）
・スイッチ締結部の厚さ：19mm（図参照）
・ワッシャは形D41G本体に同梱されています。追加で手配
する場合には、M6ねじに対応したものを使用してくださ
い。
・ねじがしっかり締まっているかご確認ください。

（3）アクチュエータユニットのカバーのねじをはずします。

（4）図のようにスライダ（形D41G-A2に同梱）を差し込みま
す。

（5）スペーサ（F）（7.5mm）を使用してアクチュエータユニッ
トを扉に取り付けます。

遵守事項
・スイッチとアクチュエータユニットの距離
：7.5 +0.5/-2.5mm
・ねじ：M6（ねじは同梱されていません）
・締め付けトルク：8N・m
・アクチュエータ締結部の厚さ：8mm（11参照）
・ワッシャ：Φ6.4（形D41G-A2に同梱）
・ねじがしっかり締まっているかご確認ください。

A

C

GN
RD
YE

• 

• 

• 

19

GN
RD
YE

カバーねじ

（A）

（B）

カバーねじ
（4か所）

スライダの取り付け位置を確認して、
スライダのはめ込み部の樹脂を除去します。
D ： 左用（形D41G-A2L）
E ： 右用（形D41G-A2R）

E D

スライダ

F

スライダ

スライダ

例．右用（形D41G-A2R）の場合
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（6）アクチュエータユニットのカバーを取り付けます。

（7）ドアハンドルを取り付けます。

遵守事項
・ドアハンドルを水平に取り付けます。取り付け位置は下図
の（D、E、G）を参照してください。
・D：左用（形D41G-A2L）の場合
・E：右用（形D41G-A2R）の場合
・G：ロック付六角ボルトA/F3（形D41G-A2に同梱）
・緊急脱出ユニット付きの形D41G-A2□-E1Tの場合、同梱
されているロックアウト用プレートを下図（SZ）と同じ位
置に取り付けた上で樹脂リングとハンドルを取り付けて
ください。
・緊急脱出ユニットなしで柵の外側に設置する場合、（14）
に進みます

（8）緊急脱出ユニット付き（形D41G-A2□-E1）の場合、角
形ロッド（H）を使用する扉の厚さに合わせて適切な長さ
に切ります。切断面のバリは除去してください。

遵守事項
・最大扉厚：170mm

外側への取り付け
角形ロッド（Ｈ）の長さ＝ドア厚＋22－2mm

・角形ロッド（H）用抜き穴：Φ16mm

（9）緊急脱出ユニットのカバーのねじをはずします。

（10）スライダ（アクチュエータ形D41G-A2□-E1に同梱）を
差し込みます。

遵守事項
スライダの取り付け位置を確認して、スライダのはめ込み部
の樹脂を除去します。
・D：左用（形D41G-A2L-E1）の場合
・E：右用（形D41G-A2R-E1）の場合

（11）緊急脱出ユニットの底板を扉に取り付けます。

遵守事項
・緊急脱出ユニット（K）とアクチュエータユニット（J）を平行
にします
・ねじ：M6
・締め付けトルク：8N・m
・アクチュエータ締結部の厚さ：8mm
・ワッシャ：Φ6.4（形D41G-A2□-E1に同梱）
・ねじがしっかり締まっているかご確認ください。

カバーねじ
（4か所）

EG

SZ

D
DE G

外側設置 内側設置

外側設置

H

Φ16mm
（角形ロッドH穴径）

扉

K

H

J

ドアハンドル（赤色）
内側

外側
ドアハンドル（銀色）

カバーねじ
（4か所）

D E

スライダ

外側設置

8

8
K

J

（緊急脱出ユニットの底板）
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（12）角形ロッド（H）をアクチュエータ背面に差し込みます。
角形ロッドの正方形の断面側をアクチュエータユニット
に挿入します。アクチュエータをロック時の状態にして、
角形ロッドの面取り部を図の方向に合わせます。

（13）緊急脱出ユニットの底板にカバーとハンドルを取り付
けます。

遵守事項
・アクチュエータのロック時のハンドル（I）は図の位置に取
り付けてください。
・緊急脱出ユニットのハンドルの機能テストとして、以下を
確認してください。
・危険エリア内から扉を開けられること
・内側から扉をロックできないこと
・緊急脱出ユニットのハンドルは、扉がロックされた状態
で上向きとなっていること

（14）スイッチ（本体）の使用しない側の開口部を防塵カバー
で塞ぎます。

遵守事項
下図の箇所を塞いでください。
・M：左用（形D41G-A2L）を使用の場合
・N：右用（形D41G-A2R）を使用の場合

（15）セットアップ後、マニュアルリリース用フラップ（A）に
スイッチ（本体）に同梱されているシールを貼り付けま
す。

ロック時の状態
（ハンドル上）

H
角形ロッド面取り方向

外側設置

左用（形D41G-A2L-E1）
の場合

I

右用（形D41G-A2R-E1）
の場合 I

内側設置

GN
RD
YE

MN

GN
RD
YE

A
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●形D41G-A1□（-E0）

（1）取付穴を使用できるようにするため、配線部のカバー（C）
のねじをはずし、マニュアルリリース用フラップ（A）を
開きます。

遵守事項
・三角キー（形D41G本体に同梱）によってマニュアルリリー
スが正常に動作することを確認してください。（フラップ
（A）の内側）

（2）形D41Gの本体を扉と同一面に取り付けます。

遵守事項
・M6 のねじを使用してください。ねじは同梱されていませ
ん。
・ねじの締め付けトルクは以下としてください。
・セーフティドアスイッチ締め付けトルク（A）：8N・m
・カバーねじの締め付けトルク（B）

：0.7～1N・m（トルクス T10）
・スイッチ締結部の厚さ：19mm（図参照）
・ワッシャは形D41G本体に同梱されています。追加で手配
する場合には、M6ねじに対応したものを使用してくださ
い。
・ねじがしっかり締まっているかご確認ください。

（3）扉にアクチュエータを固定します。 

遵守事項
・緊急解除タブ付きアクチュエータ形D41G-A1-E0は危険
エリア内へのみ取り付け可能です。
・スイッチ（本体）の上面とアクチュエータ上面は同一面とな
ります。
・スイッチ（本体）とアクチュエータの距離：5±1.5mm
・ねじ：M6（ねじは同梱されていません。）
・ワッシャー：Φ6.4（アクチュエータに同梱）
・アクチュエータ締結部の厚さ：8mm
・締付トルク：8N・m
・ねじがしっかり締まっているかご確認ください。

（4）スイッチ（本体）の使用しない側の開口部を防塵カバーで
塞ぎます。

遵守事項
下図の箇所を塞いでください。
・M：左用（形D41G-A2L）を使用の場合
・N：右用（形D41G-A2R）を使用の場合

（5）セットアップ後、マニュアルリリース用フラップ（A）に
スイッチ（本体）に同梱されているシールを貼り付けま
す。

A

C

GN
RD
YE

• 

• 

• 
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カバーねじ

（A）

（B）

5 ±1.5
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MN
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A
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トラブルシューティング
●エラー発生時の動作
セーフティドアスイッチの安全機能を損なうエラー（内部エラーなど）が発生した場合、スイッチ（本体）の赤色診断LEDは点灯
し、補助出力はOFFします。このとき、制御出力（OSSD）はただちに（リスク時間内に）OFFします。
セーフティドアスイッチの安全機能にただちに影響を与えないエラー（周囲温度が高すぎる、制御出力に干渉電位（ノイズ）があ
る、制御出力の系統間短絡など）が出た場合、スイッチ（本体）の赤色診断LEDは点滅し、補助出力はOFFします。このとき制御
出力（OSSD）は30分間ONを継続しますが、30分以内にエラーが解決されなければOFFします。
いずれのエラーの場合も、エラーの解決後、対応する扉を開閉するとスイッチ（本体）のエラー状態がリセットされ、制御出力
（OSSD）がONします。
エラーの原因が解決すればエラーを示すLEDの点滅等の警告表示は解除されます。

●スイッチ（本体）の診断情報および点灯/点滅コード
スイッチ（本体）のLEDで示される動作・故障の状態、およびエラーを示す赤色LEDの点灯/点滅状態の詳細については、17ペー
ジの表1および表2を参照ください。
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試運転、セットアップおよび保守／取り外しおよび廃棄
試運転、セットアップおよび保守
●機能テスト
セーフティコンポーネントの安全機能は必ず試験する必要
があります。以下の条件を満足していることを事前に確認し
てください。
（1）セーフティドアスイッチとアクチュエータが確実に取り

付けられている
（2）接続ケーブルが正しく取り付けられ不具合がない
（3）スイッチ筐体に損傷がない

●保守
以下の頻度でメンテナンスを行ってください。
・SIL3/PLeのシステムの場合：月1回以上
・SIL2/PLdのシステムの場合：年1回以上

また、以下の点検を行ってください。
（日常の点検）
・扉が開いたら、機械が停止することを扉毎に確認してくだ
さい。

（6ヶ月毎の点検）
以下の手順を含む、定期的な目視検査および機能検査を行っ
てください。
（1）セーフティドアスイッチとアクチュエータがしっかり取

り付けられているか確認
（2）セーフティドアスイッチとアクチュエータの軸方向最大

偏差を確認
（3）汚れなどを除去
（4）ケーブル接続口および接続を確認

取り外しおよび廃棄
●取り外し
製品の取り外しは、必ず電源を切ってから実施してくださ
い。

●廃棄
各国の決められた法律に従って、製品を廃棄してください。
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正しくお使いください
セーフティ商品の安全上の注意については、当社Webサイト（www.fa.omron.co.jp/）をご覧ください。

●警告表示の意味

●図記号の意味

人身傷害による死亡が万一の場合起こる恐れがあ
ります。
本製品に接続する、安全機能に関わる機器、部品
について、要求されている安全レベル、および安
全カテゴリに応じ、適当な規格品を使用してくだ
さい。システムの安全性および安全カテゴリへの
適合性は、システム全体として評価が必要です。
安全カテゴリの適合判定は、権限のある第三者認
定機関などに具体的に相談してください。

人身傷害による死亡が万一の場合起こる恐れがあ
ります。
決して本製品の電源入力に定格以上のDC電源出力
またはAC電源出力を接続しないでください。

人身傷害による死亡が万一の場合起こる恐れがあ
ります。
ガードドアの開口部が安全を確保できる距離内で
検出する位置に、スイッチとアクチュエータを取
り付けてください。

人身傷害による死亡が万一の場合起こる恐れがあ
ります。
ロック強度（Fzh）を超える力を加えないでくださ
い。
必ず本体以外に別のロック部材（止め金など）を設
置するか、ロック強度以上の力が加わらないよう
に警告シールやロック状態がわかる表示灯をつけ
てください。

人身傷害による死亡が万一の場合起こる恐れがあ
ります。
安全規格に対応する場合、製品が作業者に無効化
されるリスクを考慮し、ISO14119に基づいた適切
な方法で取付をおこなってください。

人身傷害による死亡が万一の場合起こる恐れがあ
ります。DC電源装置は、下記の項目を満たすよう
にしてください。
・IEC 60204-1で定義されるPELVの要求を満たす
・UL 508で定義されるクラス2回路の要求を満たす

 警告

正しい取扱いをしなければ、この危険
のために、軽傷・中程度の傷害を負っ
たり万一の場合には重傷や死亡に至る
恐れがあります。また、同様に重大な
物的損害をもたらす恐れがあります。

安全上の要点 製品を安全に使用するために実施また
は回避すべきことを示します。

使用上の注意
製品が動作不能、誤動作、または性
能・機能への悪影響を予防するために
実施または回避することを示します。

一般的な指示
特定しない一般的な禁止の通告

一般的な指示
特定しない一般的な行為を指示する通告

 警告
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（1）配線を行う場合には、必ず電源を切った状態で行ってく
ださい。装置に接続された外部装置が予期せぬ動作をす
る可能性があります。

（2）入出力端子は正しく配線し、稼働前に動作確認を実施し
てください。配線を誤ると安全機能を損なう可能性があ
ります。

（3）アクチュエータはドア開閉時に身体へ接触しない箇所へ
取りつけてください。けがをする恐れがあります。

（4）指定された本体とアクチュエータの取付向き以外で使用
しないでください。

（5）各国の決められた法律に従って、製品を廃棄してくださ
い。

（6）扉を閉じているとき（アクチュエータ挿入状態）、扉の自
重、扉の緩衝用ゴム等により、アクチュエータが取付許
容値を越えて押し戻されることがあります｡取付許容値
内に納まるように止め金（フック）等で扉を固定してくだ
さい｡（形D41Gアクチュエータのクイックインストール
マニュアルを参照ください。）

（1）製品を落下させたり、仕様外の振動や衝撃を与えないで
ください。故障や誤作動の原因となります。

（2）下記の場所には、故障や誤作動の原因となりますので、
保管・設置をしないでください。
・-10℃～+55℃を超える範囲での使用
・-10℃～+55℃を超える範囲での保管
・ 93%以上の湿度環境での使用
・直射日光の当たる環境下での使用
・温度変化の激しい場所
・湿度が高く、結露が生じる恐れのある場所

（3）製品に油や溶剤が付着しないようにしてください。油や
溶剤の付着は、マーキングの消えや部品の劣化を引き起
こします。

（4）腐食性ガスがある環境で使用しないでください。
（5）RFIDシステム、近接センサ、モーター、インバータ、ス

イッチング電源など強い電波や磁界が発生する機器が周
囲にあることで正常に動作しない可能性があります。こ
れらの機器の近くでご使用になる場合は事前に影響性を
確認の上ご使用ください。

（6）スイッチおよびアクチュエータを金属部に取り付ける
と、動作距離に影響が生じます。金属部位に取り付ける
際は影響を事前に確認の上、ご使用ください。

（7）取付時規定の締め付けトルクで取り付けてください。
（8）配線用電線は弊社指定の電線を使用してください。
（接続の項目を参照）

（9）本製品の延長仕様を超えた接続はしないでください。ま
た、配線例に従って配線を行い、必ず動作確認を実施し
てください。

（10）ケーブルに過度な引っ張りや曲げを行わないでくださ
い。断線により故障を引き起こす可能性があります。

（11）直列接続数でリスク時間は変化しませんが、配線例に
従い配線を行ってください。

（12）日常点検、6ヶ月毎の点検を必ず実施してください。シ
ステムが正常に動作せず重症を負う可能性がありま
す。

（13）安全距離を決定する際は、応答時間による本製品の出
力の遅延を考慮ください。危険源停止前に作業者が危
険源に到達し、重症を負う可能性があります。

（14）設置時、扉のガタつきにより製品とアクチュエータが
接触しないことを確認してください。（扉の開閉による
衝突で製品性能が劣化する可能性があります。）

（15）セーフティドアスイッチの表示部は、可能な限り視認
できるよう取付ください。セーフティドアスイッチの
状態の誤認により危険が生じる可能性があります。

（16）標高2000ｍ以上の所で使用しないでください。
（17）本製品と異なる製品を直列で接続しないでください。

入出力波形が乱れ安全機能が損なわれる可能性があり
ます。

（18）水中での使用や常時水がかかる環境では使用しないで
ください。製品に水が浸入する可能性があります。（保
護等級は常時使用する環境での性能を保証するもので
はありません。）

（19）予備または交換用のアクチュエータによって、無効化
をしないでください。予備のアクチュエータは容易に
アクセスできないよう厳重に保管してください。

（20）制御出力1および制御出力2の両方の出力を使用して、
安全システムを構築してください。片方の配線では、単
一故障により安全機能が損なわれる可能性があります。

（21）配線は、制御出力線の地絡による誤動作を防止するた
め、IEC60204-1の9.4.3項に規定される要求事項を
満たすように配線してください。

（22）ソレノイドロックタイプは、必ずドアを閉めてからソ
レノイドに通電してください。

（23）ソレノイドロックタイプは、ソレノイド通電中のみ
ロックされます。急な停電などによりソレノイドへの
通電がなくなると、作業者が危険源に暴露される可能
性があります。工程を保護する目的でご使用ください。

（24）緊急脱出タイプは、装置のON/OFFとして使用しない
でください。内部への閉じ込めや不意な設備の動作に
より、作業者が危険になる可能性があります。

（25）緊急脱出タイプは安全防護区域の外から操作できない
よう取り付けてください。

（26）アクチュエータをスイッチ本体にセットした状態にて
アクチュエータに過度の荷重印加、または、落下など
されますと、アクチュエータが変形、または本体破損
の原因となります｡

安全上の要点

使用上の注意
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（27）アクチュエータは挿入口のセンターに対して
X=±1.5mm、Y=±5.0mm、Z=±1.0mm以内にセッ
トしてください。位置ズレ、傾きなどがありますと、早
期摩耗、破損などの原因となります。（形D41Gアクチュ
エータのクイックインストールマニュアルを参照くだ
さい。）

（28）配線ミス、設定ミス、スイッチの故障などにより安全
機能が正常に動作せず、機械により動作しつづける場
合があるため、人身事故に至る恐れがあります。稼動
開始前には必ず安全機能が動作することを確認してく
ださい。

（29）配線外れの原因となるためリード線を過大な力で引張
らないで下さい。

（30）ソレノイドは投入時と常時で消費電流が異なります。
配線の電圧降下も考慮し、定格動作電圧を印加してく
ださい。

（31）マニュアルリリースキーはラッチポイントを超えて回
さないでください。また、動作開始後は、フラップを
閉じ付属のシールを貼り付けて、手動リリースを固定
する必要があります。

（32）本製品の設置、点検、メンテナンスに関しては、それ
らが正しく実行されたことを「責任者」が必ず確認して
ください。「責任者」とは、機械の設計・装置・運用・
保守・廃棄の各段階において、安全確保を行うための
資格および責任と権限のある人物の事です。

（33）本製品をセーフティコントローラの入力に並列で配線
しないでください。

（34）製品を交換する際は、必ず電源を落としてから作業を
行ってください。意図せぬ起動による危険が生じる可
能性があります。

（35）取手に近い位置に取り付けてください。ヒンジに近い
位置に取り付けると、製品本体のロック部に操作した
力以上の荷重が印加され、ロック機能の破損の原因と
なります。

（36）設置時本製品をストッパーとして使用しないでくださ
い。（扉の開閉による衝突で製品性能が劣化する可能性
があります。）

（37）分解/修理/改造しないでください。本来の安全機能が
失われ危険です。

（38）配線作業後は必ずカバーを取付けてご使用ください。
また、カバーを開けた状態で通電しないでください。
感電の恐れがあります。

（39）引火性、爆発性ガスの雰囲気中では使用しないでくだ
さい。

（40）補助出力は制御出力ではありません。補助出力を単独
で安全機能として使用しないでください。本製品また
は周辺機器の故障時に安全機能を損なう可能性があり
ます。
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オムロン商品ご購入のお客様へ
ご承諾事項

　平素はオムロン株式会社（以下｢当社｣）の商品をご愛用いただき誠にありがとうございます。
｢当社商品｣のご購入について特別の合意がない場合には、お客様のご購入先にかかわらず、本ご承諾事項記載の条件を適用いたします。
ご承諾のうえご注文ください。

⑥ ｢当社商品｣は、一般工業製品向けの汎用品として設計製造されています。
従いまして、次に掲げる用途での使用は意図しておらず、お客様が｢当社商
品｣をこれらの用途に使用される際には、｢当社｣は｢当社商品｣に対して一切
保証をいたしません。ただし、次に掲げる用途であっても「当社」の意図した
特別な商品用途の場合や特別の合意がある場合は除きます。
（a） 高い安全性が必要とされる用途（例：原子力制御設備、燃焼設備、航空・

宇宙設備、鉄道設備、昇降設備、娯楽設備、医用機器、安全装置、その
他生命・身体に危険が及びうる用途）

（b） 高い信頼性が必要な用途（例：ガス・水道・電気等の供給システム、24時
間連続運転システム、決済システムほか権利・財産を取扱う用途など）

（c） 厳しい条件または環境での用途（例：屋外に設置する設備、化学的汚染
を被る設備、電磁的妨害を被る設備、振動・衝撃を受ける設備など）

（d） ｢カタログ等｣に記載のない条件や環境での用途
⑦ 上記3. ⑥（a）から（d）に記載されている他、｢本カタログ等記載の商品｣は自
動車（二輪車含む。以下同じ）向けではありません。自動車に搭載する用途
には利用しないでください。自動車搭載用商品については当社営業担当者
にご相談ください。

4.  保証条件
｢当社商品｣の保証条件は次のとおりです。
① 保証期間 ： ご購入後１年間といたします。（ただし｢カタログ等｣に別途記載
がある場合を除きます。）

② 保証内容 ： 故障した｢当社商品｣について、以下のいずれかを｢当社｣の任
意の判断で実施します。
（a） 当社保守サービス拠点における故障した｢当社商品｣の無償修理（ただ

し、電子・機構部品については、修理対応は行いません。）
（b） 故障した｢当社商品｣と同数の代替品の無償提供
③ 保証対象外 ： 故障の原因が次のいずれかに該当する場合は、保証いたしません。
（a） ｢当社商品｣本来の使い方以外のご利用
（b） ｢利用条件等｣から外れたご利用
（c） 本ご承諾事項｢3. ご利用にあたってのご注意｣に反するご利用
（d） ｢当社｣以外による改造、修理による場合
（e） ｢当社｣以外の者によるソフトウェアプログラムによる場合
（f）  ｢当社｣からの出荷時の科学・技術の水準では予見できなかった原因
（g） 上記のほか｢当社｣または｢当社商品｣以外の原因（天災等の不可抗力を含む）

5.  責任の制限
本ご承諾事項に記載の保証が、｢当社商品｣に関する保証のすべてです。　
｢当社商品｣に関連して生じた損害について、｢当社｣および｢当社商品｣の販売
店は責任を負いません。

6.  輸出管理
｢当社商品｣または技術資料を、輸出または非居住者に提供する場合は、安全
保障貿易管理に関する日本および関係各国の法令・規制を遵守ください。お客
様が法令・規則に違反する場合には、｢当社商品｣または技術資料をご提供でき
ない場合があります。

1.  定義
本ご承諾事項中の用語の定義は次のとおりです。
① ｢当社商品｣ ： ｢当社｣のＦＡシステム機器、汎用制御機器、センシング機器、電子・機

構部品
② ｢カタログ等｣ ： ｢当社商品｣に関する、ベスト制御機器オムロン、電子・機構部品

総合カタログ、その他のカタログ、仕様書、取扱説明書、マニュ
アル等であって電磁的方法で提供されるものも含みます。

③ ｢利用条件等｣ ： ｢カタログ等｣に記載の、｢当社商品｣の利用条件、定格、性能、
動作環境、取り扱い方法、利用上の注意、禁止事項その他

④ ｢お客様用途｣ ： ｢当社商品｣のお客様におけるご利用方法であって、お客様
が製造する部品、電子基板、機器、設備またはシステム等へ
の｢当社商品｣の組み込み又は利用を含みます。

⑤ ｢適合性等｣ ： ｢お客様用途｣での｢当社商品｣の（a）適合性、（b）動作、（c）第
三者の知的財産の非侵害、（d）法令の遵守および（e）各種規
格の遵守

2.  記載事項のご注意
｢カタログ等｣の記載内容については次の点をご理解ください。
① 定格値および性能値は、単独試験における各条件のもとで得られた値であり、
各定格値および性能値の複合条件のもとで得られる値を保証するものではあ
りません。

② 参考データはご参考として提供するもので、その範囲で常に正常に動作するこ
とを保証するものではありません。

③ 利用事例はご参考ですので、｢当社｣は｢適合性等｣について保証いたしかねます。
④ ｢当社｣は、改善や当社都合等により、｢当社商品｣の生産を中止し、または
｢当社商品｣の仕様を変更することがあります。

3.  ご利用にあたってのご注意
ご採用およびご利用に際しては次の点をご理解ください。
① 定格・性能ほか｢利用条件等｣を遵守しご利用ください。
② お客様ご自身にて｢適合性等｣をご確認いただき、｢当社商品｣のご利用の可否
をご判断ください。
｢当社｣は｢適合性等｣を一切保証いたしかねます。

③  ｢当社商品｣がお客様のシステム全体の中で意図した用途に対して、適切に配電・
設置されていることをお客様ご自身で、必ず事前に確認してください。

④ ｢当社商品｣をご使用の際には、（ⅰ）定格および性能に対し余裕のある｢当社商
品｣のご利用、冗長設計などの安全設計、（ⅱ）｢当社商品｣が故障しても、｢お客
様用途｣の危険を最小にする安全設計、（ⅲ）利用者に危険を知らせるための、
安全対策のシステム全体としての構築、（ⅳ）｢当社商品｣および｢お客様用途｣
の定期的な保守、の各事項を実施してください。

⑤ 「当社」はDDoS攻撃（分散型DoS攻撃）、コンピュータウイルスその他の技術的
な有害プログラム、不正アクセスにより、「当社商品」、インストールされたソフトウ
ェア、またはすべてのコンピュータ機器、コンピュータプログラム、ネットワーク、デ
ータベースが感染したとしても、そのことにより直接または間接的に生じた損失、
損害その他の費用について一切責任を負わないものとします。
お客様ご自身にて、（ⅰ）アンチウイルス保護、（ⅱ）データ入出力、（ⅲ）紛失データ
の復元、（ⅳ）「当社商品」またはインストールされたソフトウェアに対するコンピュ
ータウイルス感染防止、（ⅴ）「当社商品」に対する不正アクセス防止についての
十分な措置を講じてください。
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